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【背景・目的】 

我々はこれまでに、妊娠初期の母体低栄養が、児の多動など行動異常につながる可能性

を報告してきた。胎生期のストレスによる出生後の発達障がいのリスクは、母体免疫活性

化による胎児脳内の炎症、あるいはモノアミン異常、さらに腸内フローラの乱れなどとの

関連が指摘されているが、我々は脳内リン脂質構成に注目して行動異常との関連を検討し

た。 

 

【対象・方法】 

9 週令の雌ラットを交配させ、標準粉末飼料（AIN-93G）の自由摂餌群（AL 群）、および

妊娠 5.5 日から 10.5 日に AL 群の 40％量に食餌制限を行った群に分けた。仔ラットには生

後 8 週にオープンフィールド試験を行い、脳を採取後、qPCR による遺伝子発現解析ならび

に質量顕微鏡によるリン脂質解析を行った。また、ホスファチジルエタノールアミン（PE）

（18:0p-22:6）を組み込んだリポソームを生後 14 週の雄ラットに静脈注射を行い、生後 8

週時からの行動変化を比較することによって、PE（18:0p-22:6）の機能を調べた。 

 

【結果】 

40F 群の仔ラットは AL群の仔ラットに比べ、多動や crossing、中心領域滞在時間の増加

を示した。前頭前皮質では GPAT1/3/4, AGPS, PCYT1 などリン脂質合成酵素の遺伝子発現上

昇がみられ、特に PE（18:0p-22:6）が大幅に増加していた。PE（18:0p-22:6）の投与によ

り、週令に伴う crossingおよび中心領域滞在時間の減少が抑制されたが、多動は認められ

なかった。 

 

【結論】 

妊娠初期の低栄養は、生後の脳内のリン脂質生合成酵素の発現変化を誘導し、リン脂質

構成を変化させることによって、情動行動に変化をもたらすことが示唆された。その中で

もプラズマローゲンの一つである PE（18:0p-22:6）は、妊娠初期低栄養による仔の行動異

常の一部に関連していることが明らかとなった。 

 

 

  


